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１．概要（Summary） 
 結晶シリコン太陽電池の変換効率をさらに向上させるた

めに重要な項目の一つが、シリコン結晶と電極金属との

界面における少数キャリアの再結合の抑制である。通常

は、表側の金属として銀が、裏側にはアルミが使用されて

いる。しかし、それら金属/シリコン界面における少数キャ

リアの再結合速度は非常に速い。この時、ダイオード特性

において、いわゆる逆飽和電流密度が上昇する。その結

果、太陽電池の解放電圧や短絡電流密度の低下を招く。

本課題を解決するための一つの方法が、金属とシリコン

半導体界面にショットキー障壁を形成することが挙げられ

る。本実験においては、仕事関数の異なる金属を太陽電

池電極に使用した際の特性の変化を調べ、今後の研究

開発方針を得ることを目的とした。 

 
２．実験（Experimental） 
 結晶シリコンにｐｎ接合を形成し、その上にパッシベーシ

ョン膜を堆積させた基板を使用した。本基板に対し、以下

のプロセスを行い、異なる材料からなる電極を形成した。 

今回の支援で主に使用した装置は、以下の 2 点である。 

・フォトリソグラフィ：表面での再結合を抑制するためのパ

ッシベーション膜にレジストパターンを形成した。その後、

ドライエッチングにより開口し、その部分に次のスパッタ法

により電極を堆積した。 

・スパッタ装置：異なる電極材料を、上記シリコン基

板の表側ならびに裏側に堆積させ、デバイスを完成し

た。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 試作した太陽電池の写真を Fig．１に示す。青く見えて

いるところがパッシベーション膜であり、白い部分が電極

である。同じ構造を有した太陽電池が、一枚の基板に複

数個試作されている。 

 

Fig.１Fabricated solar cell  
 
 図面に示した太陽電池における電極材料は通常の

アルミである。このサンプルを標準として、他の金属

電極が太陽電池特性（ダイオード特性）に与える影響

を調べた。 
 金属の仕事関数に対応した異なる電圧電流特性や

発電特性が得られた。今後、より詳細にデータを解析

することにより、次世代の高い変換効率を有する結晶

シリコン太陽電池の実現に必要な技術開発に貢献す

る予定である。 
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